
福島県高等学校野球連盟沿革史（抜粋）

年 度 内 容

昭和２１年 ( ) 第 回中学校野球大会第一次予選県下大会（主催：朝日新聞社・県野球連盟）は、1 28
参加校 校により福島市で開催する。各校とも用具揃わず代用品を手に入れ、服装16
は開襟シャツに白の長ズボン、地下足袋姿。

昭和２２年 ( ) 全国中等学校野球連盟 の地方組織として が発足 ３1 「 」 「 」 （福島県中等学校野球連盟

月 日）する。26
( ) 初代理事長幸野岩雄（福島中校長）就任し、事務局を福島中におく。2
( ) 第 回中学校野球大会第一次予選県下大会（主催：朝日新聞社・県中野連）は、参3 29
加校 校により福島市で開催する。24
理 事 長 幸 野 岩 雄（福島中校長）

常任理事 和 田 忠（福 商 ・清 野 春 治（福 島））

事務局長 清 水 利 夫（福 商）

昭和２３年 ( ) （学生改革により）に名称変更する。1 福島県高等学校野球連盟
( ) 近県高校選抜野球大会（主催：郡山日大・高体連石城支部）を磐城高校球場で開催2

、 、 。 、 、するも 学生野球基準要項に違反する旨 全国高野連より忠告される 磐城 茨城

米沢一高、水戸一高、水戸商、福島、山形二高、平工の８校参加。

( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会（主催：朝日新聞社・県高野連）は、3 30
参加校 校により福島市で開催する。28

昭和２４年 ( ) 二代理事長稲村良之助（福商校長）が就任する。1
( ) 春季・秋季県大会は、選抜高校野球大会の名称で実施する。2
( ) 東北地区高等学校野球連盟が発足し、会長を宮城県に置くこととする。3
( ) 秋季東北地区高等学校野球大会が発足する。4
( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会は、参加校 校により福島市で開催5 31 36
する。

( ) 第４回国民体育大会に福島商業高等学校が出場する （初出場）6 。

昭和２５年 ( ) 県高野連規約が改正されて常任理事を４名とする。1
( ) 福島県高等学校体育連盟が発足し、高体連野球部長を常任理事和田忠（福商）が担2
当する。

( ) 県高野連に軟式野球の部が設置される。3
( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会は、地区予選を勝ち抜いた 校によ4 32 22
り福島市で開催する。

理 事 長 稲 村 良之助（福 商）

常任理事 和 田 忠（福 商 ・清 水 利 夫（福 商））

安 部 武（福 島 ・清 野 春 治（福 島））

理 事 柴 田 典 勝（福 農 ・近 藤 金 弥（白 河））

須 田 昇（若 商 ・鵜 沼 昴 一（磐 城））

渡 辺 春 雄（双 葉）

昭和２６年 ( ) 理事長制から会長制に改組し、初代会長に稲村良之助（福商校長 、三代理事長に1 ）

清野春治（福島）就任する。



年 度 内 容

昭和２６年 ( ) 下部組織の県南地区高野連は、県南地区と県中地区とに分離し、６地区制となる。2
( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会は、参加校 校により会津若松市で3 33 28
開催する。

第 回全国高等学校野球選手権大会に福島商業高等学校が出場する （戦後本県初( )4 33 。

出場）

（ ） 。昭和２７年 ( ) 県営信夫ヶ丘完成記念県下高等学校野球選抜大会が 後援：福島民報社 発足する1
( ) 第 回大会よりシード校４校を代表者会議出席者の投票によって決定する。2 34
( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会は、参加校 校により福島市で開催3 34 39
する。

( ) 第７回国民体育大会は、本県で開催され、安積高等学校が出場（仙台市：宮城野球4
場）する （一回戦 八尾３－０安積）。

( ) 第２回全国高校軟式野球大会を国体期間中に郡山（開成山球場）で開催、福商出場5
する （一回戦 松商学院３－０福商）。

、 、 。昭和２８年 ( ) 第 回大会２日連続雨のため信夫ヶ丘 日東紡 福商グランドの３球場で開幕する1 35
( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会は、参加校 校により福島市で開催2 35 29
する。

昭和２９年 ( ) 春季東北地区高等学校野球大会が発足する。1
( ) 第９回国民体育大会に福島商業高校が出場する （２回目）2 。

( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会は、参加校 校により福島市で開催3 36 40
する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に福島商業高校が出場する （２回目）4 36 。

昭和３０年 ( ) 内郷高校の選手出場制限（常磐炭坑の修技生）の解除を認める。1
( ) 第 回高等学校野球大会第一次予選県下大会は、参加校 校により福島市で開催2 37 40
する。

昭和３１年 ( ) 第１回全国高校軟式野球選手権大会開催する （藤井寺球場）1 。

( ) 第 回高等学校野球選手権大会第一次予選県下大会は、参加校 校により福島市2 38 40
で開催する。

昭和３２年 ( ) 第 回日本学生野球協会結成記念大会に高校の部が発足し、福島商業高校が出場す1 11
る。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により会津2 39 38
若松市で開催する。

昭和３３年 ( ) 二代会長に安井健夫（福商校長 、四代理事長に柴田典勝（福島農）が就任する。1 ）

( ) 夏の大会入場料、大人ネット裏 円、内野 円、中高生 円、小学生 円、応2 70 50 30 20
援団 円。10
( ) 延長戦は 回まで、バッターは、必ずヘルメットを使用することが申し合われる。3 18
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念福島大会は、参加校 校により福島市で開催4 40 41
する。

( ) 第 回大会は、同地区同士２回戦まで対戦しない地区シード制を採用する。5 40
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念大会に福島商業高校が出場する （３回目）6 40 。



年 度 内 容

昭和３３年 ( ) 夏の大会 周年を記念して県高野連は、記念誌『高校野球四十年の足跡』を発行す7 40
る。

( ) 第 回秋季東北地区高等学校野球大会で会津高校が優勝する。8 11
会 長 安 井 健 夫（福商）

理 事 長 柴 田 典 勝（福農）

常任理事 和 田 忠（保原 ・薗 部 一 郎（福島））

清 水 利 夫（福商 ・安 部 武（福島））

理 事 長谷川 盛 雄（福工 ・吉 田 治 郎（安積））

河 野 勇（白河 ・須 田 昇（若商））

柳 沢 一 郎（磐城 ・鈴 木 重 雄（双葉））

第 回選抜高等学校野球大会に会津高校が出場する （本県初出場）昭和３４年 ( )1 31 。

( ) 第２次予選東北大会は、福島県・宮城県の代表決定戦となる （昭和 年、第 回2 47 54。

大会まで）

( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島3 41 42
市で開催する。

( ) 春・秋の東北大会開催地は、県庁所在地を原則とする制度ができる。4

昭和３５年 ( ) 県高野連は、規約を改正し、会長を評議員会で選出し、理事６名に、監事を新たに1
設置する。

( ) 県高野連は、会費 円徴収する （従来は、全国高野連還元金を充当する ）2 1,000 。 。

( ) 平市総合グランド完成を記念して、第 回大会を平市で開催する。3 42
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会より第 回（昭和 年）ま4 42 54 47
で、記念大会を除き、決勝戦を行わず決勝進出校２校が、第２次予選東北大会に出

場する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により平市5 42 45
で開催する。

昭和３６年 ( ) ハワイ選抜高校親善試合が会津若松市で開催する。全福島３－１ハワイ1
( ) シーズン制ができる （ 月末日より３月 日まで対外試合禁止）2 11 24。

( ) 背番号は登録順の番号をつけることになる （従来は曖昧であった ）3 。 。

( ) 夏の大会のプログラム、ポスターが初めてできる （朝日広告社・朝日販売店）4 。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島5 43 49
市で開催する。

( ) 第 回大会は、一都市四球場を使用して開催する （信夫ヶ丘、日東紡、自衛隊、6 43 。

飯坂球場）

昭和３７年 ( ) 全国高等学校野球連盟は、 に改組する。1 財団法人「日本高等学校野球連盟」

( ) 夏の大会は、８校をシードする （４校連記投票で決定）2 。

( ) 春・秋の県大会は、開催地の持ち回り制にする （県北→県中→県南→会津→石城）3 。

( ) 夏の大会は、前日に開会式を県庁前広場で実施する。4
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島5 44 51
市で開催する。

( ) 第 回大会は、一都市三球場を使用する （信夫ヶ丘、日東紡、飯坂）6 44 。



年 度 内 容

昭和３８年 ( ) 春・秋の選抜県大会の名称を春季・秋季県下高等学校野球大会に改称する。1
( ) 夏の大会運営委員会が組織化され、理事、審判協会、朝日新聞社で構成される。2

。（ 、 、 ）( ) コールドゲームの規定できる ４回半： 点 ６回半：８点 日没降雨：６回半3 15
( ) 第 回大会は、記念大会のため１県１校甲子園出場できる。4 45
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念福島大会は、参加校 校により福島市で開催5 45 54
する。

第 回全国高等学校野球選手権記念大会に磐城高校が出場 （初出場）( )6 45 。

昭和３９年 ( ) この年より夏の大会地区予選制を採用する （各地区予選→県予選→東北大会→甲1 。

子園）

( ) 第 回大会は、開会式を前日に福島市の稲荷公園で行う。2 46
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島3 46 32
市で開催する。

( ) 秋の県大会決勝戦（ ）を雨のため東北大会後（ ）開成山から平球場（双葉4 9/22 10/19
対磐城）に移して開催する。

昭和４０年 ( ) 県高野連は、規約を改正（６条４項）して地区理事６名を 名とする。1 12
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島2 47 58
市で開催する。

( ) 夏の大会は、地区予選制を実施することになり、地区再編成と地区配分数問題が起3
こり、小委員会を設置して検討する。

昭和４１年 ( ) 三代会長に大和田道隆（福島高校長）が就任するも 月退職のため会長代理に富田1 10
高明（福工校長）をおく。

( ) 県高野連は、規約を改正（６条 項）し、審判部長を設け、初代審判部長に村上富2 7
也（福工）が就任する。

( ) コールドゲームの規定を一部改正する （４回半 点差を廃止する）3 15。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島4 48 32
市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に福島商業高校が出場する （４回目）5 48 。

第 回国民体育大会に岩瀬農業高校が軟式野球の部に出場する （初出場）( )6 21 。

( ) 石城地区をいわき地区に改称する。7
会 長 大和田 道 隆(福 島)

会長代理 富 田 高 明(福 工)

理 事 長 柴 田 典 勝(福 商)

理 事

県 北 羽 田 清一郎(福 商)・室 井 勝 己(飯 坂)

県 中 菅 野 朋 重(郡 工)・民 井 正 男(郡西工)

県 南 小 見 義 友(白農工)・中 村 孝(白 河)

会 津 須 田 昇(若 商)・佐 藤 修(大 沼)

いわき 金 土 正 孝(磐 城)・賀 沢 裕 三(平 工)

相 双 鈴 木 重 男(双 葉)・原 田 幸 蔵(相 馬)

常任理事 中 村 正 直(福 農)・村 上 富 也(福 工)

宇田川 孝 吉(福 商)・羽 田 清一郎(福 商)

審判部長 村 上 富 也(福 工)

監 事 佐々木 慶 司(会 津)



年 度 内 容

昭和４２年 ( ) 四代会長に富田高明(福工校長)が就任する。1
( ) 夏の大会開会式は、登録選手全員参加の原則が確立する。2
( ) 夏の大会入場料、大人 円、高校生 円、小中学生 円、応援団 円。3 100 50 30 10
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校によりいわ4 49 38
き市で開催する。

昭和４３年 ( ) （初出場）1 第 回選抜高等学校野球大会に磐城高等学校が出場する40 。

( ) 監督の服装も選手と同一のユニフォームを着用することを確認する （従来は、曖2 。

昧であった）

( ) 夏の大会審判は、地区割り制を採用する。3
( ) 第 回大会は記念大会のため、１県１校が甲子園に出場できる。4 50
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念福島県大会は、参加校 校により福島市で開5 50 60
催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念大会に、磐城高等学校が出場する （２回目）6 50 。

( ) 夏の大会役員が服装を統一する （シャツと帽子本部用意、ズボンは白：自己負担）7 。

昭和４４年 ( ) 五代理事長に村上富也（福工）が就任する。1
( ) 二代審判部長に羽田清一郎（福商）が就任する。2
( ) 野球部長の登録制ができる。一家転住による転入生は即時選手として登録できる。3
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島4 51 38
市で開催する。

昭和４５年 ( ) 夏の大会地区予選制は、この年をもって終了する。1
( ) 県高野連は、会費を 円から 円に値上げする （東北、全国高野連値上げ2 1,000 1,500 。

に伴う）

（ ） 。( )3 第 回全国高等学校軟式野球選手権大会で岩瀬農業高等学校 初出場 が優勝する15
( ) 夏の大会入場料、大人 円、中高校生 円、小学生 円、応援団 円。4 150 50 20 10
( ) 夏の大会は、一都市三球場を使用して開催する （開成山・日和田・熱海）5 。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により郡山6 52 38
市で開催する。

昭和４６年 ( ) （初出場）1 第 回選抜高等学校野球大会に福島商業高等学校が出場する43 。

( ) 県営信夫ヶ丘球場完成記念県下高校選抜野球大会は、この年（ 回記念大会）をも2 20
って終了する。

( ) 五代会長に鎌田正（福島商校長 、六代理事長に須田昇（若商 、初代事務局長に上3 ） ）

條弥八（福商）が就任する。

、 （ 、 ） 、 。( ) 高野連は 規約を改正 第６条５項 第９条２項削除 し 常任理事制を廃止する4
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により福島5 53 58
市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に磐城高等学校が出場（４回目）し、準優勝す6 53
る。

( ) 第 回国民体育大会に磐城高等学校が出場する （２回目）7 26 。

会 長 鎌 田 正(福島商)

理 事 長 須 田 昇(若 商)

理 事

県 北 久間木 博(飯 坂)・佐 藤 英 明(福 島)



年 度 内 容

昭和４６年 県 中 民 井 正 男(郡西工)・平 澤 伸 雄(安 積)

県 南 小 見 義 友(白農工)・河 野 勇(白 河)

会 津 須 田 昇(若 商)・佐々木 慶 司(会 津)

いわき 渡 辺 昇(平 工)・小 林 好 夫(湯 本)

相 双 滝 田 健 二(双 葉)・丸 山 博 史(小高工)

審判部長 羽 田 清一郎(福 商)

監 事 宮 原 庄 司(猪苗代)・佐 藤 実(白 河)

塩 谷 重 昭(郡 商)

事務局長 上 條 弥 八(福 商)

昭和４７年 ( ) 七代理事長に柴田典勝（福島商）が就任する。1
( ) 夏の大会試合前のシート・ノックに限り１名のノッカーを認める。2
( ) 県高野連は、スポーツに伴う損害保険に加入する。3
( ) 夏の大会で午前９時までの小中学生の入場を無料とする。4
( ) 第 回大会は、一都市三球場を使用して開催する （開成山・熱海・日和田球場）5 54 。

( ) 夏の大会第二次予選東北大会は、この年をもって終了する。6
( ) 第 回全国高等学校野球選手権第一次予選福島県大会は、参加校 校により郡山7 54 60
市で開催する。

昭和４８年 ( ) 第４回明治神宮大会に高校の部が新設され、磐城高等学校が出場する。1
( ) 三代審判部長に長谷川盛雄（安達）が就任する。2
( ) 耳付きヘルメットの着用が義務付けされる。3
( ) 第 回大会は、二都市四球場を使用して開催する （信夫ヶ丘・日東紡・開成山・4 55 。

熱海球場）

( ) 夏の大会の選手宣誓は、開催地の番号の若い学校の主将とする （従来は前年度優5 。

勝校の主将）

( ) 第 回大会は、記念大会のため１県１校が甲子園へ出場できる。6 55
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念福島大会は、参加校 校により福島市・郡山7 55 60
市で開催する。

第 回全国高等学校野球選手権記念大会に双葉高等学校が出場する （初出場）( )8 55 。

昭和４９年 ( ) 第 回選抜高等学校野球大会に磐城高等学校が出場する （２回目）1 46 。

( ) 県高野連は、規約を改正（第６条４項）して、理事に軟式野球部加盟校より若干名2
を入れる。

( ) 春の地区大会から金属バットの使用が認められる。3
( ) 夏の大会は、福島県が福島大会として独立する （優勝校：甲子園出場）4 。

( ) 県高野連は、選手強化合宿を実施する。5
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により福島市・郡山市で6 56 61
開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に福島商業高等学校が出場する （５回目）7 56 。

昭和５０年 ( ) 六代会長に高橋健郎（福島商校長）が就任する。1
( ) 秋季県大会は、 チーム制となる （開催地区３・相双地区１・その他の地区２）2 12 。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校によりいわき市・郡山市3 57 61
で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に磐城高等学校が出場する （５回目）4 57 。



年 度 内 容

第６回明治神宮大会に学法石川高等学校が出場する （初出場）昭和５０年 ( )5 。

第 回選抜高等学校野球大会に学法石川高等学校が出場する （初出場）昭和５１年 ( )1 48 。

( ) 八代理事長に上條弥八（福島商 、二代事務局長に坪田授（福島商）が就任する。2 ）

( ) 新入生の練習参加規定改正（ 月 日以降、当該校長・中学校長・保護者の同意必3 3 25
要）

( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・福島市で4 58 61
開催する。

第 回全国高等学校野球選手権大会に学法石川高等学校が出場する （初出場）( )5 58 。

昭和５２年 ( ) 七代会長に根本虎雄（福工校長）就任する。1
( ) 夏の大会参加選手は、今大会以後保護者の同意が必要になる。2
( ) 試合中監督は、選手をベンチに呼ばず伝令を使って指示することを徹底する。3
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・いわき市4 59 63
で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に福島商業高等学校が出場する （６回目）5 59 。

( ) 第 回国民体育大会に福島商業高校が出場する （３回目）6 32 。

昭和５３年 ( ) ５３インターハイが本県開催のため、夏の大会日程を 月 日～ 日にて開催す1 7 15 24
る。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・いわき市2 60 63
で開催する。

第 回全国高等学校野球選手権大会に郡山北工業高等学校が出場する （初出場）( )3 60 。

( ) 第 回を記念して、この年から全都道府県から１校ずつ代表が甲子園出場できるよ4 60
うになる。

昭和５４年 ( ) 八代会長に栗村道彦（福島北校長）が就任する。1
( ) 夏の大会入場、大人 円、高校生 円、小中学生 円、応援団 円。2 300 100 50 20
( ) コールド・ゲーム（４回半 点、６回半８点差）制を採用する。3 15
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念福島大会は、参加校 校により福島市・郡山4 61 66
市・須賀川市で開催する。

。（ ）( )5 第 回全国高等学校野球選手権記念大会に安積商業高等学校が出場する 初出場61

昭和５５年 ( ) 夏の大会開催地選定の際に中体連の開催地を考慮する。1
( ) 夏の大会の予算書を会場担当地区毎に作成する。2
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念福島大会は、参加校 校により郡山市・須賀3 62 69
川市・福島市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念大会に双葉高等学校が出場する （２回目）4 62 。

( ) 秋季県大会の日程を４日間とする （準決勝・決勝戦のダブル・ヘッターをなくす）5 。

昭和５６年 ( ) 第 回選抜高等学校野球大会に福島商業高等学校が出場する （２回目）1 53 。

( ) 春の県大会 チーム制（開催地 ・相双地区 ・その他の地区 ）を採用する。2 12 3 1 2
( ) 県高野連は、予算を前年の大会剰余金で編成することが可能になる。3
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校によりいわき市・郡山市4 63 70
・須賀川市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に福島商業高等学校が出場する （７回目）5 63 。



年 度 内 容

昭和５７年 ( ) 九代会長に塩田諭（福島農産校長 、三代事務局長に久間泰瑞（福島農産）が就任1 ）

する。

( ) 県高野連は、表彰委員会を制定する。2
( ) コールド・ゲーム（４回半 点、６回半７点差）制を採用する。3 12
( ) 夏の大会運営準備金制度が出来る。4
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・須賀川市5 64 70
・いわき市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に安積商業高等学校が出場する （２回目）6 64 。

昭和５８年 ( ) 春・秋の県大会を東北地区高等学校野球福島県大会に改称する。1
( ) 春季県大会の日程を４日間とする （準決勝・決勝戦のダブル・ヘッターをなくす）2 。

( ) 県高野連は、会費を 円から 円に値上げする。3 1,500 2,000
( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念福島大会は、参加校 校により福島市・郡山4 65 72
市・須賀川市で開催する。

。（ ）( ) 第 回全国高等学校野球選手権記念大会に学法石川高等学校が出場する ２回目5 65
( ) 県高野連は、平工業高等学校軟式野球部を（第 回全国軟式野球大会準優勝）を表6 28
彰する。

昭和５９年 ( ) 十代会長に星与喜（福島北校長 、四代事務局長に芳賀敬夫（福島北）が就任する。1 ）

( ) 夏の大会入場料、大人 円、高校生 円、小中学生 円、応援団 円。2 400 100 50 20
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・須賀川市3 66 72
・いわき市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に学法石川高等学校が出場する （３回目）4 66 。

( ) 秋季県大会が相双地区で初めて開催される （各地区２校 チーム）5 12。

( ) 県大会は６地区持ち回り制となる （県北→県中→県南→会津→いわき→相双）6 。

、 （ ） 。( ) 県高野連は 平工業高等学校軟式野球部を 第 回国体軟式野球優勝 を表彰する7 29

昭和６０年 ( ) 夏の大会で地区シード制を採用する。1
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校によりいわき市・福島市2 67 73
で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に磐城高等学校が出場する （６回目）3 67 。

昭和６１年 ( ) 九代理事長に芳賀敬夫（福島北 、五代事務局長に菅野正昭（福島北）が就任する。1 ）

( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校によりいわき市・福島市2 68 74
で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に学法石川高等学校が出場する （４回目）3 68 。

( ) 春季県大会が相双地区で初めて開催される。4

昭和６２年 ( ) 第 回選抜高等学校野球大会に学法石川高等学校が出場する （２回目）1 59 。

( ) 十一代会長に神原昭三（福島北校長）が就任する。2
( ) 夏の大会福島会場で県営あづま球場を初めて使用する。3
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により福島市・郡山市・4 69 76
須賀川市で開催する。

第 回全国高等学校野球選手権大会に日大東北高等学校が出場する （初出場）( )5 69 。

( ) 日韓親善高校野球大会が開成山球場で開催される。 福島選抜３－４韓国選抜6



年 度 内 容

第 回選抜高等学校野球大会に福島北高等学校が出場する （初出場）昭和６３年 ( )1 60 。

( ) 六代事務局長に石綿吉嗣（福島北）が就任する。2
( ) 春季・秋季大会で、各地区３校の チーム制を採用する。3 18
( ) 夏の大会は、８校シードとする。シードの基準は春・秋県大会優勝校１・２、準優4
勝校３・４とし、その他は投票による。

( ) 県高野連は、夏の大会抽選委員会を設置する。5
( ) 夏の大会は７月 日より開幕するが、いわき会場の開会式は雨のため中止となる。6 16
( ) 県大会のベンチ入り人数を選手 名とする （スコアラーを含め選手 名、部長、7 20 20。

監督）

( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・須賀川市8 70 78
・いわき市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に学法石川高等学校が出場する （６回目）9 70 。

平 成 元 年 ( ) 十二代会長に佐藤暹（福島北校長）が就任する。1
(2) 高野連事務局に記録担当事務局員６名を置き、記録の保存、会報作成、記念誌発行

を担当する。

、 、 。( ) 夏の大会選手宣誓は 開催地区に関係なく会長が事前に抽選し 抽選会で決定する3
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により福島市・郡山市・4 71 78
須賀川市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に学法石川高等学校が出場する （７回目）5 71 。

( ) あいづ球場が完成し、秋季相づち区大会よりオープンする。6
( ) 県高野連より「１９８９年県高野連会報（創刊号」が発刊される。7

平 成 ２ 年 ( ) 第 回春季高等学校野球県大会を新装なった「あいづ球場」で開催する。1 42
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・福島市・2 72 78
須賀川市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に日大東北高等学校が出場する （２回目）3 72 。

本県勢としては、昭和 年以来７年ぶりに初戦を突破する。55
( ) 第 回秋季東北地区高等学校野球大会に学法石川、双葉高校が出場し、学法石川高4 43
等学校が優勝する （２回目）。

( ) 第 回国民体育大会高等学校野球軟式競技会において平工業高等学校準優勝する。5 45
( ) 野球部員の頭髪の「自由」を標榜する学校が増えてきた。6

平 成 ３ 年 ( ) 第 回選抜高等学校野球大会に学法石川高等学校が出場して２回戦に進出する ３1 63 。（

回目）

( ) 第 代会長に氏家仁（福島北校長 、第４代審判部長に黒沢元省（保原）が就任す2 13 ）

る。

( ) 大会参加者資格規定の一部改正して選手 名の中に女子のスコアラーを春・秋の大3 20
会に限ってベンチ入りを認める （ ）。 4/26
( ) 春季県大会いわき地区予選平商・四倉戦で本県初の女子スコアラー（中野和代）が4
平商ベンチ入りした。

( ) 県高野連は、参加費を 円から 円に値上げする。5 3,000 5,000
( ) 第 回国民体育大会（石川県）に県高野連として視察団を派遣する。6 46
軟式会場 菅 野 正 昭（福 工 ・遠 藤 直 仁（聖 光））

硬式会場 千 葉 修 真（清 陵 ・助 川 隆一郎（平 商））

深 谷 修 司（磐城二 ・広 瀬 敬 彦（磐 城））



年 度 内 容

平 成 ３ 年 ( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校によりいわき市・郡山市7 73 78
・須賀川市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に学法石川高等学校が出場する （７回目）8 73 。

学法石川の春の選抜大会、夏の全国大会連続初戦突破は本県勢として初の快挙であ

る。

平 成 ４ 年 ( ) 県高野連規約の大幅改正を４月 日の評議員会で行う。1 23
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会を 年ぶりで会津地区で開催する。2 74 35
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により郡山市・須賀川市3 74 78
・会津若松市・喜多方市で開催する。

第 回全国高等学校野球選手権大会に郡山高等学校が出場する （初出場）( )4 74 。

( ) 第 回全国高等学校軟式野球優勝大会に日大東北高等学校出場し、準決勝に進出す5 37
る。

( ) 第 回国民体育大会高等学校軟式野球競技会に日大東北高等学校出場する。6 47

（ ）、 （ ） 。平 成 ５ 年 ( ) 第 代会長に玄永清久 福工校長 第 代理事長に菅野正昭 福工 が就任する1 14 10
( ) 県高野連登録料を 円から 円に値上げする。2 5,000 10,000
( ) 夏の大会、大人の入場者数１万 人激減する。3 5,000
( ) 県高野連監事を地区持ち回り制にする。4
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により福島市・郡山市・5 75 78
須賀川市・会津若松市・喜多方市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に学法石川高等学校が出場する （８回目）6 75 。

平 成 ６ 年 ( ) 第 代会長に及川利彌（福工校長）が就任する。1 15
(2) 県大会・東北大会において競技当該校によるグランド整備が定着する。

（ ）( ) 第 回国民体育大会高等学校野球軟式競技のリハーサル大会 月 日～ 日3 50 10 21 23
実施する。

( ) 第 回国民体育大会（ふくしま国体）高校野球硬式競技運営役員講習会を「 世4 50 21
紀の森公園野球場」で開催する。

( ) 第１回県高野連指導者講習会を「郡山ユラックス熱海」で開催する。5
( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、参加校 校により福島市・会津若松6 76 78
市・喜多方市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に双葉高等学校が出場する （３回目）7 76 。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会開会式でプラカード嬢をやめ、各チーム代8 76
表者がプラカードを持つようになる。また、ブラスバンドの演奏をやめ、テープで

入場行進を行う。

第 回選抜高等学校野球大会に清陵情報高等学校が出場する （初出場）平 成 ７ 年 ( )1 67 。

( ) 硬式に須賀川桐陽高校加盟（ 校 、軟式に富岡高校加盟（９校）する。2 79 ）
( ) 打者、走者ともに涼味三月ヘルメット着用が義務付けられる。3
( ) 打者用手袋、レッグガード、エルボーガードの使用が、負傷箇所防護目的でのみ認4
められる。

5 11 30( ) ３年生部員の登録はこれまで卒業式当日まで定めていたが シーズン終了の 月、

日をもって所属連盟の登録を抹消する。

( ) 県高野連は、各大会において記録員（女子可）を１名ベンチ入りを認める（ 名＋6 20
１名 、服装については制服とする。）

( ) 第 回全国高等学校野球選手権福島大会よりシード校をポイント制で決定する。7 78



年 度 内 容

平 成 ７ 年 ( ) 第 回春季東北地区高等学校野球大会を６月９日より４日間、第 回国民体育大8 42 50
会高等学校野球＜硬式＞競技リハーサル大会として、いわき市で開催する。

( ) 第 回全国高等学校野球選手権大会に磐城高等学校が出場する （７回目）9 77 。

( )第 回国民体育大会高等学校野球＜硬式＞競技をいわき市で開催し、磐城高等学校10 50
が出場する （３回目）。

第 回国民体育大会高等学校野球＜軟式＞競技を楢葉町で開催し、新地高等学校が( )11 50
出場する （初出場）。

( )第２回県高野連指導者講習会を「郡山北工」で実施。講師ＰＬ学園野球部監督中村12
順司氏。

平 成 ８ 年 ( ) 第 代会長に永山三郎（福島工業高校長）が就任する。1 16
( ) 硬式にあさか開成高校・福島西高校加盟し、硬式 校、軟式９校となる。2 81
( ) 県高野連は「甲子園で勝てるチームを育成するため」に強化部を新設し、初代部長3
に助川隆一郎（平商）が就任する。

( ) 第 回秋季東北地区高等学校野球大会より出場校を各県３チームとなる。4 49
( ) 秋季東北地区大会出場校数の増加にともない（ 校から 校へ 、秋季県大会の各5 12 18 ）

地区出場校数を、県北５，県中４、県南４，会津５，いわき５，相双４とし、県中

・県南・相双の３地区はローティションで１チームプラスする。今年度は相双に１

校プラスする （ 校から 校へ）。 18 28
( ) 夏の大会のシード校は、８チームともポイント制（勝利得点順）で自動的に決定す6
る。

( ) 県大会では各校の校旗の掲揚と校歌の斉唱を行う。7
( ) 夏の大会の開会式は、昭和 年以来、千チーム一同に参加して一球場、メーン球場8 47
で行う。

( ) 第３回県高野連強化指導者講習会を郡山市で実施する。講師比佐仁氏（フィットネ9
スアポロ・ジャパン代表）

( )第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、 校により、いわき市・郡山市・須10 78 80
賀川市で開催する。

( )第 回全国高等学校野球選手権大会に日大東北高等学校が出場する （３回目）11 78 。

第 回選抜高等学校野球大会に平工業高等学校が出場する （初出場）平 成 ９ 年 ( )1 69 。

( ) 硬式に白河旭高校が加盟する （加盟校 校）2 82。

( ) 春季県大会の出場校数を各地区４、計 校とする。3 24
( ) 秋季県大会の出場校数を今大会に限り 校（相双４、その他の地区５）とする。4 29
( ) 東北地区高野連事務局が２年毎の各県持ち回り制となり、福島県が９年・ 年担当5 10
する。福島工業高校に事務局を置く （福島→山形→秋田→青森→岩手→宮城）。

( ) 夏の選手権大会の抽選方法が地区割、オープン制となる。6
( ) 日米（ハワイ選抜）親善高校野球大会をいわきグリーンスタジアムで実施する。7
福島選抜９－３ハワイ選抜

( ) 東北地区高等学校野球連盟会長に永山三郎氏、理事長に菅野正昭氏が就任する。8
( ) 日本高等学校野球連盟副会長に永山三郎氏が就任する。9
( )第 回全国高等学校野球選手権福島大会は、 校により、福島市・会津若松市・10 79 81
喜多方市で開催する。

( )第 回全国高等学校野球選手権大会に日大東北高等学校が出場する （４回目）11 79 。

( )第４回指導者講習会を日大東北高校視聴覚室で実施する。講師 太田垣耕造氏（全12
日本アマチュア野球連盟強化委員・元東京芝浦電気㈱野球部監督）




































